









































                                                   
1 姚明達『中国目録学史』(上海古籍出版社、2002 年)50 頁。 
2 南朝梁の王僧儒『太常敬子任府君伝』(『芸文類聚』巻四九所収)では「辞賦極其清深、筆記尤尽典実」と書かれ、
辞賦に対応する筆記も文体を指す言葉であると考えられる。 




























  王沂者、平生不解弦管。忽旦睡、至夜乃寤、索琵琶弦之、成数曲：一名「雀啅蛇」、一 





                                                   
4 魯迅『中国小説史略』(人民文学出版社、1973 年)。 
5 厳傑『唐五代筆記考論』(中華書局、2009 年)。 
6 劉葉秋『歴代筆記概述』(北京出版社、2003 年)92 頁。 
7 唐代史料筆記の研究については、崔蘭海『唐代史料筆記研究』(安徽大学博士学位論文、2013 年)に詳しい。 































                                                   
9 (後漢)劉煕『釈名』巻七「釈楽器第二十二」(中華書局、1985 年)107 頁。 
10 秦琵琶、四弦琵琶(曲頚)と五弦琵琶(直頚)の歴史と演奏状況について、『中国琵琶史稿』（上海音楽学院出版社、
2010 年) を参照されたい。 




































                                                   




































 これに相似した記述は 855 年に成立した『明皇雑録』にもみられる。 
 
  玄宗夢仙子十余輩、御卿雲而下、各執楽器懸奏之、曲度清越。一仙人曰：「此神仙紫雲迴、今伝授
                                                   
17 『太平広記』巻三百十七に所引の『霊鬼志』を参照。 

































                                                   
19 (唐)鄭処誨『明皇雑録』(中華書局、1994 年)58 頁。 
20 十三経注疏整理委員会『周礼注疏』(北京大学出版社、2000 年)317 頁。 
21 後漢の鄭玄(127～200)が引用した鄭司農の注によれば、六楽とは「雲門」「咸池」「大韶」「大夏」「大濩」「大
武」の六つの曲である。注 20 を参照。 



































                                                   
23 『旧唐書』列伝第一百四十一、「葉法善」を参照。 


































                                                   
25「高麗改為来賓引」の高麗は、おそらく当時漢字圏に属していた朝鮮半島の地名に由来する曲名であり、これ
には含まれない。 



































                                                   
28 (宋)欧陽修『新唐書』志第十二礼楽十二(中華書局、1975 年)476 頁。 
29 『二十五史補編』所収の「唐鎮十道節度使表」によると、玄宗の開元八年の河西節度使が楊敬述であり、睿宗
景雲二年から玄宗天宝十四年までの節度使には楊敬忠という人名が確認できない。 
30 王灼『碧鶏漫志』巻三(古典文学出版社、1957 年)70 頁。 
31 陳寅恪『元白詩箋証稿』(三聯書店、2001 年)27 頁。 
32 『唐会要』巻三十三、『新唐書』礼楽十二による。 

































                                                   
34 (後晋)劉昫『旧唐書』(中華書局、1975 年)1073 頁。 
35 (後晋)劉昫『旧唐書』(中華書局、1975 年)1073 頁。 
36 東夷、西戎、南蛮、北狄の周辺地域の音楽を意味する。拙稿「唐代の宮廷に響く異国の旋律―四方楽―」東洋
























「観」の内容によると、当時の長安には道観が 30 ヶ所あり、そのうち、唐以前は 5 ヶ所、太宗は 1 ヶ
所、高宗は 4ヶ所、中宗は 3 ヶ所、睿宗は 7 ヶ所、代宗は 1 ヶ所を造営したのに対し、玄宗は 9 ヶ所






                                                   
38 『全唐文』巻三十六「禁茅山採捕漁猟敇」、『旧唐書』巻八開元十三年十一月の条、『唐大詔令集』巻九「天宝七
載冊尊号赦」などが挙げられる。 
39 『唐会要』巻五十「観」(中華書局、1979 年)、869～878 頁。薛平拴「論唐玄宗与道教」『陝西師大学報』第
22 巻第 3 期(1993 年 8 月)にもこの指摘がみられる。 





































                                                   
43 宮川尚史「唐の道教と玄宗」『東海大学紀要 文学部』第 30 輯、1978 年。 
44『旧唐書』志四礼儀四(中華書局、1975 年)934 頁。 
45 『旧唐書』本紀八(中華書局、1975 年)165 頁。 
46 (唐)南卓『羯鼓録』(古典文学出版社、1957 年)3 頁。 
47 『旧唐書』志八音楽一(中華書局、1975 年)1051 頁。 
48 (唐)崔令欽『教坊記』(唐宋史料筆記叢刊、中華書局、2012 年)12～13 頁。 
唐代の筆記にみられる異界と夢境と音楽 ―「霓裳羽衣」の成立物語をめぐって― 
65 
献した皇帝であると言えよう。 
 玄宗が道教に傾倒したことは政治にどのような影響を与えたかということはさておき、彼が当時に
おいて熱心な道教信者であったことは一般的に認識されていたとみられ、それと同時に、音楽家とし
ても知られていたと見なされる。 
 ここでもう一度第二章の内容を振り返ってみると、唐代の筆記に記された「紫雲曲」と「霓裳羽衣」
は、実は「婆羅門」に関連する史実として存在していた「霓裳羽衣」の反映である。また、筆記に記
された内容は、玄宗が道教信者かつ音楽家として知られていたことを映し出している。さらに、夢を
通して音楽を伝授するといった話型において、異界である夢は現実世界の映しとなる役割を果たした
と考えられる。それと同時に、「夢中授曲」は超現実世界を訪れることを可能にした「神遊」といった
道教に繋がる思想を反映したものと考える。 
 
結びに代えて 
 以上、唐代筆記の中、夢を通して曲を授ける物語として、「霓裳羽衣」の由来とその文化的背景を
見てきた。 
 「夢中授曲」といった話型において、夢に描かれた世界も夢を通して伝えられた音楽も現実世界に
基づき、夢は現実世界を映し出す重要な役割を担っている。「霓裳羽衣」の由来にまつわる筆記の物
語は、玄宗が夢で仙人に曲を授けられた、または月宮に行って耳にした曲を改編したと記されている。
これは玄宗が「婆羅門」に関連する「霓裳羽衣」を改編したといった史実を反映していると考える。
また、夢と月宮はともに異界として捉えられ、そこに描かれた人物や風景は道教を想起させるもので
あり、これは玄宗が熱心な道教信者であったことを踏まえていると思われる。 
 本稿では「霓裳羽衣」を説く物語の分析に止まり、「夢中授曲」と道教の方術に由来する「神遊」、
つまり体は動かなくともある場所を訪れる気持ちになるとする思想とは、どのような関係があるかと
いう検証については今後の課題としたい。また、唐代筆記では、道教における夢の捉え方をどのよう
に反映しているのかについても、さらなる考察が必要である。 
 
 
 
